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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
臓
器
移
植
医
療
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
（
一
）
及
び
（
三
）
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
一
日
内
閣
衆
質
一
八
〇
第
三
六
七
号
。
以
下
「
前
回
答
弁
書
」
と
い
う
。
）
�

の
�
に
つ
い
て
で
「
臓
器
移
植
法
が
想
定
し
て
い
る
処
置
」
と
述
べ
た
の
は
、
臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法

律
第
百
四
号
。
以
下
「
臓
器
移
植
法
」
と
い
う
。
）
は
、
患
者
に
対
し
て
十
分
な
救
命
治
療
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
当
然
の
前

提
と
し
て
、
移
植
医
療
の
適
正
な
実
施
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
に
照
ら
し
て
、
不
適
切
な
処
置
で
は
な
い

と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

一
の
（
二
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
ド
ナ
ー
管
理
」
が
何
を
指
す
の
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
前
回
答
弁
書
�
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ

た
と
お
り
、
脳
死
下
で
の
臓
器
提
供
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
臓
器
移
植
法
に
基
づ
く
脳
死
の
判
定
が
行
わ
れ
る
前
の
患

者
に
対
し
て
、
移
植
の
た
め
に
臓
器
を
保
存
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
た
処
置
を
行
う
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

一
の
（
四
）
に
つ
い
て

一



前
回
答
弁
書
�
の
�
に
つ
い
て
は
、
心
停
止
下
で
の
臓
器
提
供
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
臓
器
移
植
を
医
学
的
に
適
正

に
実
施
す
る
上
で
必
要
と
認
め
ら
れ
る
処
置
で
あ
り
、
か
つ
、
身
体
に
対
す
る
侵
襲
性
が
極
め
て
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
、

患
者
に
対
し
て
救
命
治
療
を
尽
く
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
脳
死
状
態
と
診
断
さ
れ
た
後
に
、
当
該
処
置
を
家
族
の
承
諾
に
基

づ
い
て
行
う
こ
と
は
、
不
適
切
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、「
心
停
止
の
死
亡
宣
告
前
で
も
、

法
的
脳
死
判
定
手
続
き
に
よ
ら
ず
、
脳
死
状
態
と
診
断
さ
れ
た
段
階
で
死
亡
宣
告
を
行
っ
た
こ
と
に
な
」
り
、
「
法
的
脳
死

判
定
手
続
き
を
形
骸
化
す
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

一
の
（
五
）
に
つ
い
て

一
般
論
と
し
て
は
、
心
停
止
下
で
の
臓
器
提
供
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
心
停
止
前
に
、
移
植
の
た
め
に
臓
器
を
保
存

す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
た
身
体
に
対
す
る
侵
襲
性
が
強
い
処
置
を
行
う
こ
と
は
、
許
容
さ
れ
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
処
置
の
身
体
に
対
す
る
侵
襲
性
の
強
弱
に
つ
い
て
は
、
処
置
の
内
容
や
個
々
の
患
者
の
症
状
に
応
じ
て
医
学
的
に
判
断

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
一
律
の
基
準
を
示
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
」
は
、
提
供
予
定
の
臓
器
の
評
価
を
行
う
医
師
で
あ
る
社
団
法
人
日
本
臓
器

二



移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
。
）
の
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
指
す
と
考
え
る
が
、
当

該
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

三
の
（
一
）
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
九
月
六
日
ま
で
の
間
に
、
心
停
止
下
で
の
臓
器
提

供
を
行
っ
た
場
合
を
含
め
、
移
植
の
た
め
の
腎
臓
の
摘
出
に
際
し
、
術
前
処
置
と
し
て
行
わ
れ
た
ヘ
パ
リ
ン
の
投
与
に
よ
り
、

シ
ョ
ッ
ク
、
出
血
、
発
熱
等
の
副
作
用
が
起
こ
っ
た
事
例
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
ヘ
パ
リ
ン
に
つ
い
て
は
、
通

常
心
臓
が
停
止
す
る
直
前
に
投
与
さ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
御
指
摘
の
事
例
に
つ
い
て
再
度
調
査
を
行
う

必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三
の
（
二
）
に
つ
い
て

三
の
（
一
）
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
れ
ば
、
平
成
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
九
月

六
日
ま
で
の
間
に
、
移
植
の
た
め
の
腎
臓
の
摘
出
に
際
し
、
術
前
処
置
と
し
て
行
わ
れ
た
ヘ
パ
リ
ン
の
投
与
に
よ
り
、
シ
ョ

ッ
ク
、
出
血
、
発
熱
等
の
副
作
用
が
起
こ
っ
た
事
例
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

三
の
（
三
）
に
つ
い
て

三



臓
器
提
供
が
検
討
さ
れ
る
場
面
で
は
、
ド
ナ
ー
候
補
者
の
家
族
に
対
し
て
、
適
切
な
説
明
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
説
明
の
際
に
使
用
す
る
文
書
の
記
載
や
説
明
の
仕
方
に
つ
い
て
は
、
よ
り
適
切
な
表
現
と

す
る
よ
う
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

四


